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1. はじめに  
光音響顕微鏡(PAM)は生体組織を数十 µm の

空間分解能で数 mm の深さの構造を可視化で
きるため，近年，PAM が注目を集めている．
医療現場での PAM の使用には，光音響イメー
ジングプローブの小型化が不可欠である．我々
は現在までに，光音響イメージングプローブを
大幅に小型化できる超音波アクチュエータを
備えた走査型プローブ（61 mm×50 mm×47 mm）
を用いた PAM システムを開発してきた [1]．
本発表では，特に取り回し向上のための光・音
響ビームスプリッタの改良について報告する． 

 
2. 実験方法 
 光音響顕微鏡光学系を図 1 に示す．赤の点線
の部分が開発した光音響ヘッド (36 mm×45 

mm×15.5 mm)である．光ファイバからのレーザ
ーは 2 種類のプリズム(屈折率：1.507)で構成さ
れる光・音響ビームスプリッタを通過し，試料
に照射される．発生した音響波は，音響インピ
ーダンスの違いからプリズムの斜面で反射し，
音響トランスデューサーによって電気信号に
変換される．光音響ヘッドを小型超音波アクチ
ュエータステージを用いて操作することによ
り，光音響信号強度を測定し画像化を行う．
光・音響ビームスプリッタに用いられる 2 種類
のプリズムを接着させる物質は空間分解能，光
音響信号に影響するため，接着物質による違い
を評価した． 

 

3. 実験結果 
 USAF1951 テストターゲットのエッジ付近
に対して x 軸と z 軸(深さ方向)方向に光音響ヘ
ッドを走査させ，光音響強度をプロットしたも
のを図 2(a)(b)に示す．赤点線(x 軸に対する光
音響信号の変化が一番急になっている深さ位
置)に沿った光音響強度プロファイルに対して
点広がり関数をガウス関数と仮定してフィッ
ティングを行い，得られた関数の半値全幅を空
間分解能とした．その結果，空間分解能はグリ
セリン(屈折率：1.473)を用いた場合，5.0±0.1 

µm(図 2(c))，シリコーン（屈折率：1.403~1.423）
を用いた場合，5.7±0.1 µm(図 2(c))となった．  

 

4. まとめ 

医療現場における実用化に向けて，超音波ア

クチュエータを用いて光音響イメージングプ
ローブを小型化した．光音響ヘッド内の 2種類
のプリズムをシリコーンで接着させることに
より，取り回しの向上が可能である． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.1: Apparatus of photoacoustic microscope 

 

(a) Glycerin                  (b) Silicone 
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Fig.2: (a) and (b): Photoacoustic image of test 

target. (c): Photoacoustic intensity distribution 

along the red line. 
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